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自巨

望

(
平
成
二
十
二
年
)

界

展

は
じ
め
に

193 

本
年
は
能
川介
に
と
っ
て
ま
さ
に
激
動
の
一
年
、
逆
胤
が
吹
き
絞
れ
た

一
年
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

多
く
の
政
重
な
人
材
を
失
っ
た

一
年
で
も
あ
っ
た
。
ワ
キ
方
悩
主
流

の
H

刊
紙
純
氏
、
シ
テ
方
制
批
流

・
間
以
枠
人
氏
の
あ
ま
り
に
も
け
γ
す
ぢ

る
逝
去
は
激
し
い
衝
怒
を
も
た
ら
し
た
が
、
同
じ
く
観
世
流
の
河
村
山
H

.. 氏

・
山
小
川
一二
氏
・
片
山
俊
次
郎
氏

・
泌
が
平
氏

・
若
徐
他
山
ん
氏
、

宝
生
流
の
宝
生
英
側
一
氏

・
寺
井
良
雄
氏
、
金
者
流
の
金
春
日
尚
氏
、
在

J
力
大
成
派
の
淡
山
千
之
広
氏
、
仰
向
氷
山
況
の
野
川
村
万
之
介
氏
ら
が
相
次

い
で
鬼
絡
に
人
ら
れ
、
シ
テ
・
万
令
官
郁
流
の
仙

mm芳
氏
、
小
鼓
方
大
合

流
の
寺
島
澄
代
氏

・
川
総
治
チ
氏
と
い
っ
た
女
性
能
楽
師
の
活
動
を
稼

引
し
て
き
た
方
々
の
朴
判
に
ち
絡
し
た
。
能
策
的
ば
か
り
で
は
な
い
。

本
研
究
所
の
所
長
を
長
く
務
め
ら
れ
た
能
来
研
究
者
の
表
示
氏
、
能
而

研
究
者
の
後
藤
山
剛
氏
、
能
祭
w
州
地
内
剛
山
氷
の
大
・
川
内
俊
郎
氏
、
免
・
鋭
学
院
刊
で

能
作
者
で
も
あ
っ
た
多
田
富
縫
氏
な
ど
、
長
年
に
わ
た
っ
て
能
楽
の
啓

袋
と
持
及
に
民
献
し
て
こ
ら
れ
た
先
述
を
も
資
っ
た
。
改
め
て
、

一
つ

の
時
代
の
終
穏
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

石

:)i二

子

政
術
交
代
後
の

H.tと
も
い
う
べ
き
行
政
刷
新
会
泌
の
事
業
仕
分
け

が
各
方
面
に
大
き
な
衝
猿
を
与
え
た
ζ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
独
立
行

政
法
人

U
本
芸
術
文
化
振
興
会
も
そ
の
対
象
と
な
り
、
芸
術
創
造

・
地

域
文
化
桜
興
事
業
、
子
ど
も
の
た
め
の
制
限
れ
た
列
台
芸
術
体
験
事
業
、

芸
術
文
化
綴
興
基
金
事
業
な
ど
が
大
脇
に
予
算
縮
減
さ
れ
た
。
平
成
H

年
度
に
文
科
砂
利
に
よ
っ
て

「
子
ど
も
た
ら
が
ぶ
物
の
判
円
台
芯
術
や
伝
統

文
化
に
触
れ
、
曲
以
か
な
感
性
と
創
造
住
を
掛
け
む
」
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
始
さ
れ
、
会
同
の
小
中
学
校
に
お
い
て
従
れ
た
妹
台
主
術
や
伝
統
芸

能
の
策
貨
の
機
会
を
従
供
し
て
き
た
「
子
ど
も
の
た
め
の
使
れ
た
照
合

長
術
体
験
事
業
」
も
、
「
同
が

f
ど
も
の
た
め
だ
け
に
引
業
を
す
る
こ

と
は
必
然
性
に
欠
け
る
ー
小
心
は
池
山
崎
で
の
取
り
飢
み
」
(
汗
術
品
刊
コ

メ
ン
ト
)
と
ば
っ
き
り
切
り
指
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
能
楽
が
歌
輔
舛

伎

・
人
形
浄

m
m文
犯
と
と
ら
に
平
成
初
年
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
と
し
て
笠
録
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、
日
本
政
府
は
こ
れ

ら
の
文
化
泣

-Mを
保
必
す
る
必
務
を
み
ず
か
ら
欣
来
し
た
わ
け
で
あ
る
。

文
化
芸
術
軽
視
を
明
鉱
に
打
ち
出
し
た
政
府
の
安
勢
に
危
機
感
を

持
っ
た
多
く
の
関
係
貯
が
.
汗
に
戸
を
仁
げ
、
芸
同
協
は
文
化
予
竹
川
の

揃
引
制
加
を
求
め
る
「
も
っ
と
文
化
を
!
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
災
総
し
、
実
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出
削
家

・
関
係
凶
体

・
企
業
そ
し
て
広
く

-
鍛
へ
同
会
的
制
の
た
め
の
将

名
を
ゑ
っ
て
.
約
附
万
人
か
ら
の
鴇
れ
と
と
も
に
、
「
文
化
ぷ
術
り
刊
・
川

に
向
け
て
文
化
問
述
予
算
の
大
制
な

m額
等
を
求
め
る

d
頼
」
を
従
州

し
た
こ
う
し
た
明
態
か
続
け
は
設
が
川
の
文
化
依
岐
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
と
し
て
、
文
化
庁
む
後
同
例
会
「
溢
点
務
思

1
「
問
の
創
」
で
あ

る
川
弘
主
化
路

A
山
内
寸
の
危
間
的
拡
況
を
打
破
す
る
た
め
に

1
」
を
発
必

さ
せ
、
児
月
に
は
従
，
d
を
ま
と
め
て
い
る
。
制
限
阿
弥

・
枇
阿
弥
が
足
利

絵
川
酬
の
後
慢
を
得
て
以
来
、
能
奈
は
時
の
為
政
弘
臼
と
附
わ
り
を
持
ち
な

が
ら
発
援
を
続
け
て
き
た
。
同
ぢ
念
昇
、
制
院
が
久
仰
木
郊
武
の
助
力
を
得
て
能

務
復
興
に
尽
力
し
た
こ
と
、
明
治
政
府
の
咲
人
や
俗
肱
ら
が
能
を
後
仮

し
て
い
た
こ
と
な
ど
に
思
い
を
猿
せ
る
と
‘
附
世
の
ほ
mを
枝
川
じ
仰
な
い
ロ

m
 ..
 

次
険
路
大
戦
後
間
も
な
い
附
仰
初
年
。
川
に
壮
川
法
人
と
し
て

ぷ
な
さ
れ
た
社
開
法
人
他
地
渓
協
会
が
、
平
成
初
年
同
月
の
公
従
法
人
制

市
民
改
不
問
迎
・
.. 訟
の
H

抱
一
げ
を
受
け
て
公
縫
社
州
法
人
の
必
内
止
を
受
け
た

こ
と
も
、
批
判
コ
草
す
べ
き
山
米
別
で
あ
る
川
協
会
は
「
殺
が
川
を
代
ぷ

す
る
い
山
拠
五
能
で
あ
る
能
策
の
伝
統
と
秋
山
汁
を
維
持
し
、
こ
の
ぷ
抽
出
を

U
N
純
す
る
た
め
の
人

H"を
長
成
し
、
会
“
能
楽
仰
の
火
山
肌
と
仰
は
悼
の
尖

絡
に
よ
る
数
民
の
向
k
及
び
能
慣
に
附
ず
る
技
主
仙
川
併
を
同
り、

そ
の

成
処
を
公
去
し
て

a

般
の
能
濃
川
開
抗
に
山
口
し
、
ま
た
そ
の
知
ぷ
を
向
め

る
こ
と
で
、
能
訓
本
の
ぶ
創
刊
を
同
る
と
と
む
に
‘
会
川
H
能
濃
川
剛
の
ぷ
仙
出
品
川

動
の
舷
氾
、
活
動
条
件
の
俊
民
及
び
地
似
の
向
れ
に
努
め
、
A
H

わ
せ
て

そ
の
実
泌
に
係
る
仰
批
判
紅
E
ほ
と
と
ら
に
能
濃
宍
前
デ
ー
タ
を
正
し
く
州
出

作
し
、
も
っ
て
設
が
凶
の
文
化
£
山
聞
の
発
泌
に
討
は
，
す
る
こ
と
を
日
的

と
す
る
」
{
定
次
第
三
条
}
も
の
で
あ
り
、
公
益

U
的
事
業
と
し
て

(i
)
伝
統
的
な
能
楽
の
桜
興
を
は
か
る
た
め
の
活
動

(?"
}

能
来
及
ぴ
能
濃
刷
汁
の
叫
ん
M

民
を
は
か
ゐ
た
め
の
品
川
動

の
唱
.
内
…
を
拘
げ
て
い
る

公
儀
礼
同
法
人
へ
の
修
行
に
m附
し
て
.
能
策
協
会
で
は
大
酬
な
役
川
H

改
選
を
行
い
、
尖
務
的
な
抑
制
総
体
制
を
強
化
し
た
。
協
会
関
係
お
に

よ
っ
て
従
来
へ
の

mmや
後
陣
内
を
仰
る
た
め
の
ゆ
れ
来
品
川
助
が
刺
広
く
げ

わ
れ
て
い
る
と
も
聞
く

F

円
以
者
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
ま
で
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
か
と
い
う
思
い
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
が
、
ら
は
山
γ
従
来

が
「
伝
絞
」
と
い
う
言
祭
の
上
に
胡
座
を
は
捌
い
て
い
ら
れ
る
よ
う
な
状

況
に
な
い
こ
と
は
必
の

H
に
む
明
ら
か
で
あ
ろ
う
能

・
托
バ
の
公
前

数
は
一
昔
前
と
比
前
日
す
る
と
俄
段
に

mえ
て
お
り
、

似
U
ど
こ
か
し
ら

で
公
演
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い

っ
て
も
過
J
で
は
な
い
が
、
中
ん
際
の
と

こ
ろ
、
柴
容
に
苦
労
し
て
い
る
公
前
が
大
多
数
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、

後
銚
待
問
組
、
叩
H
W作
の
向
齢
化

-m山
人
け
の
減
少
川
姐
な
ど
、
能
川
汁

は
実
に
多
く
の
奴
深
い
n叫
泌
を
抱
え
て
い
る
十
作
後
、
そ
し
て
て
十

年
後
、
淀
川
庁
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
能
似
に
批
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
人
間
が
こ
の
危
陣
内
怠
凶
を
H

月十
日
し
‘
総
務
の
将
米
の
た
め
に
何

が
で
与
る
か
を
似
指
し
、
行
動

eu位
、
』
す
こ
と
が
品
川
〈
ボ
め
ら
れ
て
い

る
例
年
と
川
は
.
本
山
仰
で
は
す
べ
て
の
航
し
を
収
り
k
げ
る
こ
と
は
叶

わ
な
か

っ
た
今
ま
た
、
敬
仲
怖
を
・

抑凶
作
時
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

併
せ
て
ご
符
敏
顕
い
た
い
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さ
ま
ざ
ま
な
催
し

能界民s'!('I~J戊22;ド )

{配
念
能

・
追
善
能
}

能
楽
堂
や
泌
能
同
体
が
節

U
の
作
?
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
た
公
泌

や
追
善
の
会
が
多
い
こ
と
が
本
年
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
以
下
に
主
な
公

怖
を
山
川出
版
に
列
併
す
る
。

。
上

m
m也
二
十
七
回
忌
追
務
会

1
月
U
日
。
上
旧
能
楽
堂
。〈
本州同
〉上
山
拓
司
、
〈品川
説
経
〉
普
竹
忠
一

郎、

〈仙
〉
上

m此
弘
ほ
か

。
林
古
口
兵
衛
製
名
披
銭
能

-
川
引
け
。
日
以
都
制
町
会
館
。〈
副
川
双
之
舞

・
限
必
〉金
剛
水
湖
、

〈M
m
-
H
削
可
流

・
ポ
働

・
点
目
須
に
r
市羽川
〉片
山
山
川
司
、
〈鍋
牛
〉茂
山
千
五

郎
、
半
能
〈石
橋
大
自
制
チ
〉
大
江
又
三
郎
ほ
か
。

omニ
ト
川
似
宗
家
大
蔵
弥
む
衛
門
仁
川
忌
迫
持
大
様
会

2
月
M
目
。
国
立
能
楽
堂
。
〈
二
千
石
〉
大
波
弥
太
郎
、
〈
行
楽
総
〉
大
政

教
義
、

〈化
「
〉人
減
千
太
郎
、
〈市f

小品調
〉持
竹
H
K
徳
、
〈山山川物〉
ト八必
b
H
次

目
i
、
。

内
問
山
h

・刀

O
第
五
十
四
記
念
式
能

2
バ
幻
日
。
川
弘
能
私
市
立
。
附
和
刊
初
年
に
MmM
屯
し
た
社
同
法
人
能
濃
協

会
初
の
公
淡
と
し
て
初
年
に
行
わ
れ
、

以
降
毎
年
シ
テ
方

・
狂
-U方
会

流
儀
が
揃
つ
て
の
翁
付
五
林
立
て
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
き
た
式
能
が
、

五
十
同
を
迎
え
た
記
念
の
公
前

f

第

一
部
〈翁
〉令
官
作
宏
明、

〈竹
生

内
向
〉
金
谷
欣
三
、
〈
舗
の
神
〉
三
宅
右
近
、
〈
俊
成
忠
俊
〉
大
師
町
立
阿
美
媛
、

〈幽別
小「〉戊
山
千
円
八
郎
。

m
-一部
〈勺
叶
路
約
子
〉金
剛
永
沼
、
〈H
泌
物

195 

立
術
門
〉野
付
瓜
、
〈内H
然
川
い
し
〉-柴
谷
能
犬
‘

〈千・幼
〉
山
本
市
部
次
郎
、

半
能
〈
石
様
大
獅
子
〉
梅
米
玄
符
ほ
か
。

。
制
限
陛
九
県
会
百
周
年
記
念
特
別
公
演

・
先
代
二
世
銀
位
向
之
三
十
三

同
忌
迫
務

観
世
九
・
学
会
は
平
成
羽
化
・
か
ら
三
年
に
わ
た
り
記
念
公
焔
を
行
っ
て
い

る
同
会
百
川
年
の
ぷ
釧
は
第
一一
一ト
附
け

・
三
十
丘
ひ
の
の

「能
界
泌

望
」
(
平
成
二
十
年

・
平
成
二
十

一
年
)
に
涼
し
い
の
で
、
そ
ち
ら
を
参

照
さ
れ
た
い
。
本
協
で
は
今
年
度
の
主
な
催
し
を
列
記
し
て
お
く
。
2

n訪
日
。
矢
米
能
濃
没
。〈
品川
〉以
前
総
夫
、

〈制
八
回
奴
〉野
村
万
作
、

〈
玄
象
〉
鈴
木
敬
広
口
ほ
か
。
4
月
お
日
。
国
立
能
楽
堂
。
〈三
山
〉
制
限
世
忍

託、

〈波
尼
〉
山
本
京
次
郎
、
〈関
与
小
町
〉叫
併
な
け
之
ほ
か
。

5
n
n
H。

大
仰
能
楽
科
1
0

合
会
ゑ
〉出
谷
巡
、

〈品川
説
法
〉
浅
山
七
五
三
、
〈郎
燃
〉H
火

山
桃
三
ほ
か
。

7
Rお
円
。
矢
米
能
楽
堂
。
〈仲町
総〉
H
K
山
耕一二
、
〈必

太
郎
Yこ
ん
℃
れ
近
、

〈山
姥
〉述
維
持
久
川
川
2
H
命
日
十
日

um能
楽
決
。

〈杜
若
恋
之
輔
舛
〉
官
向
機
的
肌

一
、
〈
耐
副
総
〉
佐
藤
融
、
〈安
宅
勧
進
帳

・

総
流
〉
駒
瀬
山
也
。
叩
川
川
白
日
。
矢
来
能
阜
市
没
。
〈花作山
〉向
山
川
恒
治
、

〈荻
大
名
〉
野
村
潟
、

〈融
制
兆
〉小
・
川
兆
別
ほ
か
の

。
古
川侭
泊
中
一
二
十
七
回
忌
追
善

古

川似
事務晃

能
の
会

3
バ

μ
川
。
ぷ凶
叩
州M
恢
会
館
。
〈
隅
川
川
〉K
H
似
ぷ
川
北
ほ
か
0

0
谷
本
能
許
制
問
ノ
会
谷
本
正
鉦
十
七
回
忌
迫
務

5
月
詑
目
。
宝
生
能
楽
悦
。〈
通
盛
〉
観
世
鋭
之
及
、
〈
二
千
石
〉
山
本
点

次
郎
、

〈道
成
守
〉谷
本
仙
山
氏
川ほ
か
。

。
山
本
能
楽
党
内
時
比
六
十
周
年
記
念
公
淡

た
に
ま
ち
能

5
月
初
日
。
山
本
能
楽
伐
。
附
和
2
山
中
に
山
本
山
之
に
よ
っ
て
悠
立
さ
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れ
た
山
本
能
濃
党
は
初
年
に
大
阪
大
宅
仙
波
で
焼
失
し
た
が
、
お
年
に
川
什

旭
さ
れ
、
こ
の
年
六
十
制
同
年
を
迎
え
た

M

こ
れ
を
記
念
し
て
の
公
繍
魁

m
m川
〉
山
本
れ
弘
、
小
笠
腕
〉
小
笠
瓜
h
代
、
下
飽

A.h帥
同
大
出
制
L
j
〉
仙川

若
玄
祥
ほ
か
.

‘，
卸
仙
会
特
別
公
抑
制
川
n
H
H
h
ぷ
コ・
ト
2

・M
Jお
-U
附
総
叩
1
・h
l
t

・川

忌
迫
苦
能

6
H
U
H
-ル
し
能
濃
山
円
札

〈耐

4M
m一仙川之
pm、
川

上
〉
野
村
.LM
作・

半
能
〈
石
綿
〉
観
世
博
夫
ほ
か
ε

。
筑
間
十

m
A念
公
前
堺
市
民
能

7
月
げ

u。
堺
市
民
会
館
。
附
狗
げ
ぬ
年
、
大
阪
万
博
を
花
念
し
長
山
積

J

・
郎
ら
が
中
心
と
な
っ
て
「
場
紛
能
」
を
問
似
し
、
し
ハ

M
Uの
別
総
・
か

ら
は
堺
市
民
会
館
に
会
批
判
を
修
し
、

u
h
休
む

「堺
市
川
氏
能
」
と
低
め
ら

れ
て
何
年
間
川
附
さ
れ
て
い
る

ι
翁〉
叫
阻
鈎
よ
・
町
市
、

〈川
引
火
彩
色
之

伝
〉H
K
山

d
i郎、
〈鎌
胤
戊
山
じ
'丸
一一一
、
へ卯
キ
乱
仰
い
w

b

A
恨
ょ

ぬ
ほ
か

ι第
三
十
阿
記
念
大
阪
峻
餅
能

8
月
回
日

大
阪
滅
菌
の
丸
庭
樹

〈翁
〉
観
険
的
和
、
〈
行
持
〉
普
竹
忠

一
郎
、
〈安
定
勧
進
制
収

・
延
年
之
居
内
〉悔
ψ

灯
台
ぷ
凶
作
ほ
か
。

。
上
野
朝
太
郎
二
十
七
問
忌
追
善
能

9
μ
m
u
u
-
K阪
能
来
会
館

〈安

宅

勧

進

帳

・
縦
流
・
4
伝
〉
上
野
総

三
、
〈
惣
八
〉
務
竹
忠

一
郎、

〈本
部
後
小
町

a

度
之
次
第
〉
ヒ
野
初
義
、

司恋
改

w
d山脱
欧
山
川
刊
ほ
か

oし
六
ハ
叫
世
肌
大
江
又
一ご三-エ一
郎
一で三.J}L十』.J乙
一
間
・
忌
退
路
別
会
能

川
川
同
日
人
刊
能
濃
川
市

〈鶴
必
小
町

H

代
・
二
段
之
内
/
ト
入
江

χ
三
郎
、

〈M
H
越
〉
法
山
下
之
品
的
、

〈孔
〉
大
江
広
仲
間
ほ
か
・

0
先
代
宗
家
金
剛
縦
十
三
悶
忌
迫
答
能

ω目
別
日
金
剛
能
濃
4
1

九山地ハ然
、島市
湖
水
"
州
、

【忠
抑
戊
山
千
百
凡
郎
、

〈迫
慮
わ
ザ
〉
金
開
郎
官
制
ほ
か
。

hyN
n
d郎
九
十
年
K
M
泊
目
能

ω丹
羽

u
a大
阪
能
祭
会
館
@
〈
翁
〉
市
外
広
明
‘

〈一

.
千
百
〉
必
山
千
五

郎
.

〈4
2
始

押

納

〉
叫
附
約
制
ほ
か

。
館
内
経
一d

八
此
万
蔵
ヒ
問
忌
-

L

ハ
険
.
力
政
三
十
五
同
忌
迫
出
口
公
前

m
H
n
引

U

阿
波
能
濃
堂
内
〈
佐川向調
〉
野
H

門前向、

〈釣
狐
〉
野
村

a

力
説
ほ
か

O
久
川
秀
縫
二
十
ヒ
凶
忌
追
普
久

m助
制
聞
の
会

U
M
n
u
名
Lruum能
殺
堂
一
〈
化
H

川
〉
久
間
助
計
郎
、
〈
魚
川
唱
法
〉
ル
上

um治、

〈・
本
約
制
作
日
・
恐
之
探
〉
久
間
助
崎
ほ
か

J

ak
k
十
五
世
悔
行

h

ハ
郎

・
侮
於
制
山
俊
・
防
白
抜
行
泊

RA公
ぬ
れ
れ
欠

改，
A

・
・
代
偽
れ
紀
初
w
-
仙川
ψ

行
札
制
記
改
メ
悔
抗
ド

κι出
附
門
仙
将
布
引
仙
似
的

は
月
刊
日
川
門
U.能
濃
伐
の

n
m
f人
按
-
N
H
恒
例
九
帯

・
礼
吟
.
役
の

k
m川
仙
問
符
ぷ
作
‘
仙
例
行
万
一二
郎
.
札
mvh紀
彩
、
偽
持
川

KN.術
門
ほ
か

O
桜

m大
五
郎
.
ニ
回
忌
偲
ぶ
会

叶

M
M
M
H
一n
H
N
hは
能
濃
川
弘
「
〈
的
経

窓

之

tu収
〉
野
付
州
郎
ほ
か
、
恒
例

様
子
七
脅

・
仕
舞
凶
番

・
述
吟
一
番

・
一
誠
一
管
一
番

・
一
潟
三
設
の

k
m倣

。
大
分
市
宇
和
市
民
公
問
能
濃
盆
ニ
ト
周
年
必
念
大
会

は
H
川
幻
日
大
分
ぃ
山
千
利
市
民
公
闘
能
濃
令

、
m必
小
町
批
・
て
ほ

之
持
〉
谷
H

門
官
チ
、

〈紛
午
〉
野
村
万
緩
.
〈恋
抗
出
川
〉仙似
附
山
川
相
ほ
か
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{普
及
公
演
}

近
年
、
能

・
狂
J
の
普
及

・
伴
川
被
活
動
の
た
め
、
あ
る
い
は
能

・
狂

バ
の
紛
た
な
可
能
引
を
係
る
た
め
に
鮎
成
さ
れ
ゐ
出
能
川
休
は
炊
挙
に

限
な
い
必
般
の
引

'mに
よ
っ
て
似
し
ま
れ
な
が
ら
徐
引
き
を
す
る
公

演
が
あ
る
.
万
、
桁
し
い
の
A
み
の
公
波
が
な
ち
上
が
る
年
で
も
あ
っ
た

七
な
も
の
を
以
ド
に
供
げ
る

以
の
会
H
M
終
公
山
川

-
刀
U
H
u
名
古
座
能
楽
持
1
n

〈宗
品
〉
佐
藤
友
彦
、

〈ぷ
抱
務
〉
佐
藤
友

彦、

〈凶
作
総
〉
佐
級
友
-M
ゆ
ほ
か
休
和
利
{
b
u
+
H
u
m
女
子
大
学
教
授
)
・
作

t
m相
次
郎

・
依
総
ぷ
・
援
を
川
人
と
し
て
ヂ
成
4
年
に
結
成
し
、
以
来
毎

年
三
岡
の
公
前
を
、
同
年
・
か
ら
は
公
開
議
殴
も
開
他
し
て
き
た
「
以
の

会
」
が
、
井
上
川
相
次
郎
の
病
気
術
品
交
の
た
め
、
第
五
十
一三
同
の
ぷ
・
公
協

を
む
っ
て
前
終
公
的
川
と
な
っ
た

しり
治
.
川
布
引
い
num.片
山
総

3

H
川
凶
日
平
能
〈有
偽
大
出
問
子
〉
胎
m
m
M州久、

〈紛
品
川
段
点
以
前
後

ら
Jh

H

WJ

片
山
山
川
・
4
ほ
か
む
い
け
Mm
で
片
山
家
の
能
を
制
限
た
い
と
い
う
多

く
の
泌
年
に
応
え
て
品
品
川
比
し
た
会
こ
の
%
以
米
、
年

--M
の
ベ

l
ス

で
開
帥
服
さ
れ
て
い
る
。

。
第

一
阿
「
結
成
楽
座
」
公
誠

3η
初
日

M
h仏
能
濃
札
口
m，
M
H
嗣
晴
子
〈・
町U
M
忠
子
妙
V

片
山
泊
什
川、

必
犠
子

〈造
成
年
寸
組
曲
〉
政
川
L

ハ
郎
兵
偽
問
、
能
〈L
L
蜘
妹
〉
制
紛
い
叩
川
和
ほ
か
e
筒
ト
刈

枝
川
L

ハ
郎
兵
衛
が
主
催
す
る
新
し
い
制
限
能
の
会
。
首
ガ
な
ら
で
は
の
様

f
に
こ
だ
わ

っ
た
伶
制
作
り
に
よ
っ
て
‘
能
の
削
松
h
H
を

古
川
」
と
い
う

テ
ー
マ
か
・
り
伝
え
る

19i 

G
第
十
一
二
回
能
楽
波
庄
形
千
秋
本
本

8
H川
叩
日
。
出
立
能
濃
品
及
。
〈
野
宮
千
之
批
制
〉
片
山
山
川
司、

〈抽
巴
後

刊
川
野
付
泌
氏
ほ
か
能
濃
の
総
合
町
五
術
と
し
て
の
可
能
性
を
探
求
す

べ
く
、
抗
バ
の
野
村
前
同
点
、
的
の

.，
附
し
ゃ
弘
、
大
川
以
の
品川
仲
町
広
忠
が
川
γ

成
均
年
に
発
U

比
し
た

「品
下
弘
会
附
尚
南
会
広
巾
U
A
H
能
策
附
怖
んは
形
」
が
、
本

公
泌
を
a
u
っ
て
総
務
悦
で
の
公
筋
合
終

f
し
た
な
い
ω
.
川
川
谷
パ
ブ

リ
y
ク
シ
ア
9
ー
を
会
均
と
す
る
能
仮
説
従
形
劇
場
版

e
m川

谷
」
は
げ
川
げ

-m両
日
に
開
催
さ
れ
た

{復
鈎

・
新
作
な
ど
}

本
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
彼
山
や
続
作
の
公
織
が
あ
っ
た
が
、
同
な
能
活

堂
が
か
な
り
意
欲
的
に
こ
う
い
っ
た
企
阿
に
収
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は

仲
間

U
さ
れ
る
g

N
川
伶
物
氏

、仮
衡

J

ほ
か
制
限
仰
の
山内
航
も
多
か
っ
た

.
凶
弘
山
崎
絶
し
た
酬
を
洩
代
に
眠
ら
せ
る
‘
あ
る
い
は
.
か
ら
能
を
H
H
り

ヒ
げ
る
こ
の
よ
う
な
作
業
を
過
し
て
祈
た
な
能
の
吋
能
性
を
円
相
る
こ

と
に
は
大
さ
な
丘
ぬ
が
あ
る
と
思
う
が
、
伐
念
な
が
ら
、
初
紛
の
み
、

も
し
く
は

.
1
1
位
向
伎
の
川
円
減
で
終
わ

っ
て
し
ま
う
作
品
む
少
な
く

な
い
た
だ
む
や
み
に
「
新
し
き
」
を
追
い
求
め
る
だ
け
で
は
な
く
、

併
演
に
耐
え
る
作
口
聞
を
創
り
出
す
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
。

以
下
に
仁
な
公
前
の
み
を
時
下
げ
る

f
m川
山
川
円
検
川
に
よ
る
〈恋
京
mw〉

ln初
日
。
大
槻
能
楽
快
。
大
同
協
文
必
、
村
上
様
尚
氏
が
現
行
本
を
も

と
に
‘
妙
ル
山
本
や
必
州
制
本
な
ど
を
助
梁
し
、
新
た
に
へ必
低
仰
向
〉
の
泌
州

を
山
内
険
d
し
た
も
の
e

山
口以は
-K縄
文
桜
.
十
川
桁
A

川
、
Mm・--知

w.



Ｈｏｓｅｉ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｒｅｐｏｓｉｔｏｒｙ

198 

持
竹
忠
近
、
野
口
仙
昨
之
粉
、
的
υ
和
正
降
、
河
村
大
、
前
川
光
氏
ほ
か
。

「
仙
間
決
タ
イ
ム
ズ
』

吉
川
サ
に
付
と
泌
氏
に
よ
る
「
大
槻
能
楽
悦
〈恋
筑

前
〉
悦
成

・
同
協
山
報
告
」
が
載
る
。

。
研
究
公
蹴
〈
銭
巻
〉

2
H川
口
日
。
・
火
線
能
来
円
以
。
〈
道
成
中
〉
の
以

m.であ
る
〈錨地位
〉
は

・
九

九
二
年
に
法
政
大
学
能
策
研
究
所
が
復
山
し
た
後
、
六
凶
上
抗
さ
れ
て

い
る
e

今
問
は
三
度
の

k
円
以
肢
を
持
つ
大
槻
文
縦
氏
が
そ
の
経
験
を
凶
閉

ま
え
、
米
野
丈
雄
氏
と
共
に
大
船
に
山
川
山
を
改
め
、

「
..
 

ん
一
保
ぶ
・」
に
絵

づ
い
た
原
型
の
似
一
バ
を
試
み
た
。
『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
」
凶
月
号
に
は
‘

湘
仰
木
雅
輝
氏
に
よ
る

「復
活
「
鐙
巻
』
の
成
果
」
が
絞
る
。
削
減
は
、

赤
徐
被
災

・
悩

E
和
刊
が

-M
・王
知
H

G

・M
M
H

多
雅
人

・
茂
山
子
υ
心掛小.
・
茂

山
茂

・
藤

m六
郎
兵
衛

・
火
A
M
祖師
次
郎

・
山
本
村
也

・
上

m悦
ほ
か
。

O
参
考
山
〈自
民
〉

3
月
刊
一
日
。
山
崎
山
符
伎
の
AW
特
別
公
山
円
以
リ
多
能
川
川
悦
内
多
流
で
は

参
考
品
川
の
組
問
い
と
な
っ
て
お
り
、
長
ら
く
上
出
附
さ
れ
る
こ
と
の
な
か

っ

た
〈白
銘
〉
を
仁
演
伊
川
前
は
、
単
泳
俊
生

・
か
よ
良
也

・
佐
々
木
多

川

・M
K
-
H
川
茂

・
1
一生
欣
決

・
大
口
点
先

・
伽
抑
制
成
行

・
山
本
市
品
次
郎

.
山
本
則
孝

・
加
藤
孝
山
内
・
荒
井
荻

・
水
木
武
郎

・
山
本

-M太
郎

・
山

本
川
近
ほ
か
。

O
叫
制
作
能
〈野
川
内
ム
H

のむ川
〉

3
月
剖
日

・
お
日
。
国
立
能
楽
堂
。
出
惚
州
問
「
士
口
mm」
を
現
代
に
訴
ら
せ

た
作
品
。
『士
川術
大
臣
入
山
絵
川
』
に
取
材
し
て
お
り
、
幽
閉
さ
れ
た

出
川
附
真
附
の
品
川
に
、
山
川
仁
で
没
し
て
鬼
と
な
っ
た
例
的
仰
麻
品
が
現
れ
、

庇
の
良
帝
か
ら
諜
き
れ
る
試
練
を
教
え
る
。
真
仰
は
仲
麻
呂
の
手
助
け

で
さ
ま
ざ
ま
の
媛
問
を
切
り
抜
け
る
が
、

nhmm
の
前
に
刀
刊
し
出
さ
れ
、

日
本
の
未
来
を
予
一バ
し
た

「
野
川
ム
H
持
」
を
汗
泌
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ

る
と
い
う
筋
立
て
。
能

・
狂
言
の
新
た
な
可
能
性
を
模
索
し
た
作
品
。

小
川
辛
子
脚
本
、
怖
い
わ
れ
六
郎
(
亥
作
)
添
削

・
節
付
。
州
仙
川
は
野
付
瓜

古川

・
侮
れ
わ
ふ
ww
-山川
村
万
作

・
町
村
約
ぷ

・
μ川
李
総

・
深
川
協
約

・

高
野
和
慾

・
月
崎
酬
明
犬

・
竹
山
悠
樹

・
藤
岡
六
郎
兵
衛

・
大
会
術
開
次

郎

・
亀
井
広
忠

・
助
川
治
ほ
か
。

。
彼

山

花

干H
〈山川・川川
〉
・
能
〈け
後
物
犯
〉

4
月
初
日
。
凶
立
能
深
堂
企
画
公
泌
。
け
後
半
ぬ
を
舞
台
と
す
る
狂
言

と
能
と
を
一
帯
ず
つ
よ
減
。
彼
州
紅
・バ
〈浦
内
向
〉
は
、
品
川
応
と
い
う
名
の

を
人
が
助
け
た
危
に
一
ム
下
絡
を
も
ら
う
と
い
う
筋
立
て
だ
が
、
孜
々
が

よ
く
知
っ
て
い
る
背
訴
と
は
展
開

・
結
末
と
も
に
災
な
る
。
山
地
肌
は
野

村
小
一七
郎
・

野
村
灯
朗

・
鈴

m町
議
ほ
か
。
彼
山
能
〈丹
後
物
付
先
〉
は
井

阿
怖
の
版
作
を
欧
阿
弥
が
大
判
に
改
作
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
悦
子
物

狂
能
。
本
山
川
は
附
利
引
年
・
憾
の
会
に
よ
っ
て
彼
活
上
決
さ
れ
て
以
巾
氷
川
内

肢
か
同
滅
さ
れ
て
い
る
が
、
今
問
は
・
十
成
幻
年
に
物
荒
川
の
持
久
行
と
な
る

・λ
橋
弘

・
文
殊
品
川
で
上
-U

制
さ
れ
た
出
版
で
の
削
減
制
限
町
出
川
和
飾
付

-mh

付
、
必
問
心
平
監
修
。
削
減
は
観
世
出
川
和

・
観
世
三
郎
太

・
福
王
利

幸

・
永
山
川
治
史

・
得
多
雅
人

・
山
本
応
次
郎

・
山
本
則
喰

・
杉
信
太

郎

・
制
判
滞
洋
太
郎

・
品川
介
広
山
中
ほ
か
。

。
復
曲
能
〈
重
衡
〉

5
川

U
U
。
凶

h

は
能
楽
企
企
商
公
加
問
。
附
和
問
年
に
『
ほ
怖
の
会
』
が
シ

テ
泌
比
良
州
で
夜
前
L
L

円
以
し
た
修
縦
能
〈抗
衡
〉
の
川
円
前
。
父

・
消
慌
の

命
に
よ
り
市
都
続
き
討
ち
と
い
う
品
川
罪
亭
ニ

身
に
背
負
う
こ
と
と
な
っ
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た
坑
衡
の
北
内
抗
附
を
摘
さ
山
す
蝋
燭
能
と
し
て
上
桃
山
簡
は
脱
険
品
開

之
品
川

・
定
住
問

・
野
村
必
応
酬

・
峰
山
六
郎
兵
衛

・
大
合
滋
次
郎
・

同
川

純
ほ
か

O
復
州
能
〈
M

以
山
天
狗
〉

7
川

m
uc凶
立
能
影
堂

c神
遊
第
四
十
一
阿
公
前
保
元
の
乱
で
敗

れ
流
山
と
な
り
、
配
泳
先
の
曲
川
川
町
で
掛
川
従
し
た
知
徳
・
に
引
が
パ
狗
と

な
り
て
何
一げ
の
仰
に
資
を
現
す
と
い
う
物
品
合
同
流
の
川
叫
行
山
と
は

別
に
、
予
成
6
年
に
「
能
劇
の
山
町
』
に
よ
っ
て
彼
品
附
さ
れ
た
ョ
今
凶
は

蝋
燭
能
に
よ
る
上
減

M

監
修

・
制
限
枇
鍬
之
噌
浜
、
能
本
作
成

・
剖
針
伝
段
、

節
付

・
梅
若
六
郎
山
山
川
は
叫
貼
門
川
u.HHK
・
段
川
邑
時
点

・
山
本
必
太
郎
・

一

-m符
之

・
制
限
世
新
九
郎

・
州
以
弘
制
・
M
M
位
一応
的
ほ
か

C
析
作
能
〈臨
帆
絞
〉

日
川
口
川
江
佐
伯
山
崎
市
4
λ
v
m
hH
民
術
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
崎
市
・
川

n
k公

山川
J

，
十
成
初
年
に
初
節
さ
れ
た
本
山
の
し
よ
削
ト
川
口
を
記
念
し
た
も
の

本
作
に
つ
い
て
は
『
観
殴
」
平
成
押
一
年

ω月
号
に
制
介
記
事
が
、
「
能

撤
収
タ
イ
ム
ズ
」
川
年
7
H川
な
に
作
品白の

h

伯仲汁
M
U
男
氏
と
中
村
総
之
氏
の

対
ぷ
が
あ
る
向
井
怯
児
作
、
似
川
前

・
作
品
、
叫
計
一
月
・
止
飾
付

・
明日

付
3

山
山
酬
は
制
俳
一
Mm正
・
岐
点
太
郎

・
向
井
除
削
H

・
則
久
必
ぶ

・
御
肘

ぷ
ペ
リ・

山
本
山
保

・
伝
川
弘
之

・
飯
川
山
川
・

-
州
以
光
州
川

・
小
b

中
山
片
佼

人
ほ
か
ゆ

。
叫
州
作
抽
出
〈リ
ア
王
〉

ロ
刀
訪
日
。
紀
尾
井
ホ
!
ル
@
「必
の
座
」
公
淡
c

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
「
リ
ァ

.k』
M
M
終
作
棋
を
腹
式
旅
似
能
に
液
成
し
た
新
作
能
で
、

Jr成

ω作中
の
初
前
以
巾
端
、

A
，
M
で
川
度
目
の

L
仲
間
と
な
る
リ
ア
巳
の
山
内
怖

能y?~~守{(半球22$1'199 

を
摘
さ
な
が
ら
、
主
人
公
を
リ

γγ
じ
で
は
な
く
:
女
コ

l
デ
ィ

l
リ
ア

と
し
、
そ
の
本
心
と
-K性
の
ゆ
い
点
的
泌
を
テ
l
マ
と
し
た
。
上
川
邦
義
作

・

前山川、

u
ぬ
な
穂
子

・
鈴
木
欲
行
作
M
m
m前
は
足
な
様
子

・
迫
族
刊
行

久

・
新
仲
町
麻
衣
チ

・
途
採
山
内
花

・
ヒ
ザ
斤
久
八
郎

・
↑u
η
w
mじ
・
大
合
・
止

之
助

・
態
問
宗
久
ほ
か

い
川
悦
代
能
へた
の
ぷ
M
ぬ
〉

は
川
初
日

M
0.抽
出
策
吹
u

小
川
日
.た
能
の
会
決
代
能
公
前
向
山
川

計
約
の
骨
川
市
州

「
ひ
か
り
の
お
足
」
を
題
材
に
に
、
そ
の
後
日
却
を
能
に

創
作
し
た
も
の
削
減
は
山中
所
江
犬

・
小
川
町
品
吾

・
山
本
則
前

・
山
本

川
秀

・
伝
川
弘
之

・
川
港
総
品
川

・
品
地
仲
げ
広
忠
ほ
か

【海
外
と
の
交
流

・
海
外
公
演
な
ど
}

ド
ス
ベ

f
・J

・
ボ
ル
ト
J
H

ル
他
府
川
公
前

-
川
川

N
iお
日
川
郎
火
山
胤
法
令
(ジ
ヤ
川
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
}
が
、
二

O
O
九
年
度
に
開
設
さ
れ
た
マ
ド
リ

1
ド
日
本
文
化
セ
ン

タ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
円
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
一
一
郎
市

{
マ
ト
リ
ー
ド
.
バ
ル
セ
ロ
ナ
}
で
開
削
し
た
能
祭
公
総
あ
わ
せ
て

「日
本

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
修
肘
四
川
年
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
引
業
と
し
て

リ
ス
ボ
ン
で
も
公
前
を
行
っ
た

r

紅
.，H

「山
内
川
山
」
・
能

「勺

勺

附

州

f
」
と
釘
fJ

「
川
絡
AY」
・
能

「巻
納
」
の
ヒ
出
酬
で
、
川
氏

・
除
野
北
市
中
M
、
芸
術
開
制
問

・
金
剛
氷
川

同
長

・
磁

m道
一
.
旋
回
幸
位
、
出
帆

m島
常
能
、
由
民
的
意
洋
、
金
期
総
謀
、

今
井
克
紀
、
内M
舶
剛
弘
樹
、

-不
問
川
屯
成
、
山
子
尚
徳
成
、
江
附
以
三
、
福

E

知
枝
、
以
泌
必
弘
、
戸
汎
ト
小
山
叫
作
、

・γハ鉱山咽川、
L
L
川
似
也
‘
符
竹
山
骨
抗
、
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2∞ 
善
竹
巾
御
苑
、
岡
村
和
彦
。

O
り
ん
ふ
う
の
会
、
デ
ン
マ
ー
ク
舵
海
江
'NHM

山
川
ロ

U
1
N
H
5
HH
化
デ
ン
マ
ー
ク
日
本
大
使
節
か
ら
の
M
K
J
を

う
け
、
他
地
税
の
机
H
H
A
と
そ
の
た
め
の
ぬ
総
会
そ
ト
巴
仰
附
し
て
い
る

「
り
ん

ぷ
う
の
会
」
に
よ
り
、
コ
ペ
ン
ハ

1
ゲ
ン
に
て
能
却
の
似
品
帆
を
制
介
す

る
vv火
M
明
と
必
山
肌

「じ
行
年
を
生
き
る
能
、
の
恥
い
川
汁
」
{
島
刷
附
一

一向
川

住
明
)
が
関
川
附
さ
れ
た
。
り
N
Hハ
M
問
、
島
情
肢
そ
し
て
能
面
の
縦
M
W
会
心
盛

況
で
あ
っ
た
も

{講
座

・
展
覧
会
な
ど
}

。

ウ
以
協
同
伝
川
町
物
船
所
緩
能
H
K
市市川町
」
金
沢
能
mNた
術
館

4
川
げ

n
i
5
川
初
日
、
加
釘
前
川
純
川
会
日
川
の
能
災
以
ゃ
、
金
沢
伝

米
の
能
而
‘
そ
の
他
ぷ

m
Mり
は
博
物
館
段
の
代
火
的
な
能
川
火
泌
を
民
.. 小

N
L
H.
総
務
品
川
洲
川
崎
・

・卜
・九
川
川
化
小
川
な
依
然
食
コ
レ
ク
シ
ー

ン
拠

能
の
秘
{
エ
レ
ガ
ン
ス
}抗
・J
の
妙
{エ

ス
プ
リ

」

同
h

は
能
策
償
問
川
崎
・
・
十
五
附
年
を
バ
念
し
て
川
ド
成
初
年
4
川
か
ら
か
作
地

を
巡
業
し
た
特
別
肢
は
、
こ
の
年
、
山
形
そ
し
て
ボ
ぷ
へ
の
刑
制
り
で

拡
を
下
ろ
し
た
。
国
立
能
濃
川
慌
が
開
館
以
来
収
集
し
て
き
た
能
孤

・
能

裳
ボ
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
美
術
品
や
資
科
が
地
万
で
巡
業
民

ぷ
さ
れ
た
の
は
今
川
が
初
め
て
で
あ
る
能

・
叙
バ
の
凶
行
ぷ
の
た
め
に

も
、
こ
の
よ
う
な
試
み
は
今
後
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る

l
l
e』

7
1
J
:
、i』
3
1
0
・ぷ
叶

H.内，
a
L仏
h

川口
H
ト
い
必

A
F
h
v
q
h
w山
日

ー'・
1
le

t
-
t
'
リ
T
a
，
t
L
l
t
duv
・s
・-
u
huμ
lU町
駅

1lJ
I
T

hド
崎
4

・4μ

川U
U
1
7
月
初
日

サ
ン
ト
リ
ー
見
術
館

、，l
p

ω
.tuh
 

。
第
九
問
能
楽
学
会
大
会
「
舵

・
基
マ一同
同
研
究
の
現
住
と
未
来
」

5
H川
内
川
・

凶
川
o
u
r
m
川
大
乍
小
野
必
念
品
岬
Am
初
日
は
研
究
徒
六

二
本
と
忠
叩
閥
抗

・
日
本
学
士
院
賞
受
賞
必
念
鴻
織
「
八
人
の
先
辻
と

弘
」
ぷ

m

t
H
H
は
研
究
発
ぷ
J
-
本
と
恒
例
減

「能
州
ら
し
い
能
戸仰
の

形
成
と
知
品
小
品
川
家
の
問
問
叫
川
沿
・1
郎
助
、

「刈
に
剣
よ
れ
た
般
の
ur

史
」
大
谷
節
ふ
ヘ
対
決

「
・
悩
払
れ
と
刷
」
悦
険
制
川
之
浪
、

山
本
山
以
次
郎
、

パ
・
品
・
ル
デ
f
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン

h
urmm
川
λ
午
前
制
問
物
館

「
川
崎
九
鴻
バ
ト
川
忌
必
念
総
よ
み
が

え
る
名
人
の
芸

i
愛
磁
の
鼓
闘
を
中
心
に

1
」

5
月
白
川

1
8月
2
口

明

治

・
大
正

・
昭
刊
に
わ
た
っ
て
抜
鮮
の
校

以
と
工
に
対
す
る
厳
し
い
後
勢
か
ら
多
く
の
抽
出
制
収
フ
ァ
ン
を
鮎

f
し
た

自
野
流
大
政
万
川
的
九
剖
二

・
八
七
問
h

一
九
六

こ

の
五
卜
川
忌
を
晶

念
し
て
、
，
十
成
計
年
に
川
知
山
政
と
な
っ
た
九
淵
ゆ
か
り
の
品
々
を
M
悦
コ小

G
H川
幻

H
に
は
問
辿
抑
制

a
mと
し
て
近
段
位
之
助
、

A
K
作
惣
行
術
門
‘

剥
凶
仰
に
よ
る
印
紙
も
削
抑
制
さ
れ
た

肝
引
制

.

ト

h

、日
け

ha、
%
止
尋
必
勝

'hy
o

E

Jj
』

j
l
?

{
シ
ル
ク
仰
物
納

「収
胞
な
る
能
M
M
吠

訟

り

の

タ

6
月

i
日

i
B
n
mけ
内
江
戸
川
仰
の
筏
装
来
を
復
原
し
た
山
口
銭
装
山
本

研
究
所
の
能
装
点
の
中
か
ら
、
日
本
・
の
問
季
折
々
の
植
物
立
医
作
品
を

小
心
に
依
腿
な
能
終
点
崎
点
を

.
決
に
M
町
一ボ
紺
介
す
る

二
川
保
冷
美
術
館

「曲山口
州
の
心

・
H
K
取
の
本
」

日
月

5
N
1
7
M
4
H

-市
.町
時
代
か
・
り
江
戸
時
代
の
川
刻
、
女
、
山
地
・

妖
怖
の
抽
出
一
仰
と
そ
れ
ぞ
れ
の
偏
に
あ
っ
た
能
狭
山
品
約
ゴ
・十
点
の
M
M

式
後
野

-xmア
能
淡
資
料
七
ン
タ
l
公
開
海
山
町

「能
の
火
山川・

終
曲
」
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-
G
H
M
げ

H
羽
川
必

「般
く
と
い
う
ζ
と

能

の

火

山

・
協
仰
を
前
じ

る
窓
味
」
山

7
M
l
n
聞
き
下
一
リ
チ
々

l
ド

・
エ
マ

i
ト

「
シ
テ
ト
H

喜
多
流

・
大
山
政
允
氏
に
聞
く
」

5
5月
初
日
聞
き
手

一
三
浦
総
子

-
太
鼓
方
観
枇
流

・
観
世
元
伯
氏
に
聞
く
」
き
叩
月
7
日
聞
き
手

一
一四

哲
生
「
シ
テ
方
制
限
世
流

・
間
制
限
枠
六
氏
に
附
く
」

。
凶
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
飢
舵
H
M
去
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」

日
月
U
U

n十
陥
川
大
学
小
川
川
以
念
品
柄
吹

〈指
.
M
附〉叫
川
A
「伝
統
日
以

削
刷
の
挑
問
」
野
村
万
作
、
シ

エ
リ
l
・
フ
エ
ノ

・
ク
イ
ン
、
竹
本
竹
夫
、

司
会

-m本
市

〈市

-em〉
記
録
映
像
上
映
「
減
劇
作
業
の
悦
鎚
」

{-
九
じ
じ
依
ヘ
符
作
紘
一
日
仏
抑
制
剛
山
町
会
)
シ
ャ
ン
H
ル
イ

・
パ
ロ
l
、

uu
慨
が
い
火
山
術
品
川
以

「脱
附
H
V
た
の
ぷ
」
Mm
辺
倒
muh
州側

〈銃
一一一

飢
d
J
M
A
「M
mmHHた
と
現
代
」
政
治
守
午
、
品
阿
川
向
。
川
・
・
・
附
本
mv.

川
会
・
竹
本
件
犬

Z
問
立
能
濃
蛍
肘
判
別
俊
一不

「能
而
に
見
る
-K伐
火
現
|
女
一似
の
成
屯
と

変
遷
|
」

ω刀
6
日

1
1月
幻
自
e

関
立
能
来
堂
資
科
展
示
-M怠

c

正
応
4
年
二

二
九
二
か
ら
党
政
は
年
(
一
八

Oo-ま
で
の
同
指
定
抗
史
文
化
財
四

泌
を
合
む
約

κ
O
耐
を
M
出a

・
小
し
、
ル
仏
ぶ
附
の
成
h

He

と
長
川
怖
の
変
滋
、
そ
し

て
ち
何
時
化
刷
、
巾
応
酬
明
化
の
一
脈
史
全
身
ご
え
る

市
ト
バ
例
法
品
川
ト
八
月
γ
能
濃
七
ミ
ナ

i
「能
の
川
政
分
制
」

ー

ω川
U
H
行
持
倫
子
「
本
H
刈
の
仙
川
|
能
の
台
本
は
ど
の
よ
う
に
作
ら

れ
る
の
か
|
」

2
・
ωηω
川
味
万
健
「
「
形
県
心
人
火
体
の
彼
の
民

体
1
胤
体
を
作
り
出
す
品

・
様
子

・
酬
明
一

3
U
H
9
H
山
中
玲
子

「
主
・
ア
に
あ
た
る
胤
紛
能
の
所
作
の
符
飯
を
考
え
る
|
」

m
uMMm
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け
H
M
V
山
仰
手
先

「H
凡
所
よ
り
礼
る
川
の
凶
胤
中
旬
削
・
鉱
山
市

・
町
内
れ
か
ら
与

え
る
能
の
資

5unu川
氏
本
主
活

「あ
ま
ね
く
刀
人
の
dm削
の

棋
院
主
す
る
所
能
の
興
行
が
成
立
す
る
ま
で

」

C
金
沢
能
楽
美
術
館
新

・
古
能
前
日
出

「現
代
能
郡
美
術
厳
」

U
H円
9
Hi
u
n
ロ
日
。
加
賀
宝
生
に
伝
え
ら
れ
た
江
戸
時
代
ま
で
の

能
耐
と
、
令
同
か
ら
市
町
せ
ら
れ
た
泌
代
能
必
美
術
民
の
入
賞
作
品
と
が

一
伎
に
会
す
る

円

け

mlJ芯

は
月
7
日
。
抜
仙
人
公
能
淡
M
川
修
所
。
脱
m
m
vサト
K
・一・
州
忌
を
慨
に
的
ま
り
、

H
K
ら
く
中
断
さ
れ
て
い
た
品
川
叶
忌
が
同
聞
の
運
び
と
な
っ
た
組
依
必

え

「外
的
」
・

部
上
映
、
川
A
「制
限
作
叫
ん
さ
ん
か
ら
受
け
た
数
え
」

野
村
川
郎

・
山
本
間
之

・
泌
弘
氏
州
‘

「叫
川
机
ゐ
ん
に
と
っ
て
の
附
阿

弥
」
竹
本
特
え
な
と

r点
ぷ
文
化
財
研
允
所
公
山
学
術
活
山
間
金
択
ト
八
時
r
辿
刷
協
凶
作
川
什
業

・

日
中
旬
世
…
形
文
化
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
惚
議
殴
「
「
和
泉
流
狂
一d
の
伝

ゑ」

|
金
沢
と
名
古
屋
|
」

ロ
月
四
口
石
川
県
広
能
楽
堂
。
来
日
以
文
化
財
研
究
所
線
形
文
化
遺
旅

郎
と
合
沢
大
学
と
の
述
批
激
A
H
引
業
で
.
金
沢
ゆ
か
り
の
仰
・
以
流
托
バ

を
収
り
上
げ
‘
金
沢
と
U
H
N
Mと
の
技
法
の
比
伐
を
泌
じ
て
い
似
品
小
を

e

mし
た

A
M削
「
印
刷
山
氷
山
川
村
代
バ
山
ん
の
金
沢
と
れ
ド

nup
州
村
総
.
品
削
減

「如m-H水
流
一
任
江
小
"
の
斤
決
」
J
H

川
桑
い
づ
み
.
主
総

「
小
畑
州
の
比
収

{
金
沢
と
名
山
口
色

一
「海
道
下
り
」

「
石
河
桜
五
郎
」
「
鈍
の
立
川
」」
、
突

出
削
「
紅
一
バ
の
比
較
(
金
沢
と
申n上
u
u
m
)
い
「M
M
縛」」
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襲
名

・
改
名
な
ど

小
鼓
方
幸
流
の
林
克
那
珂
氏
は

1
月
1
日
を
も
っ
て
家
名
古
口
兵
衛
を
襲

名
し
、
制
授
名
披
露
能
が

1
刀
幻
日
、
京
都
回
開
枇
会
館
で
行
わ
れ
た
“

シ
テ
ト
M
M叫帆
山
械
の
悔
い
れ
庁
公
氏
な
ら
び
に
悔
打
山
川
J

山
氏
は
は
川

ω日

を
も
っ
て
、
悔
若
紀
彩
、
ル
傍
若
H
K
・
友
術
門
を
終
-M
引
し
、
耐
開
wh
山蹴
H
矢
改
メ

二
代
梅
若
紀
彩

・
梅
若
柏
町
記
改
メ
悔
諸
民
左
衛
門
般
名
披
鈴
能
が
問
立

能
濃
慌
で
行
わ
れ
た

栄
誉

・
受
賞

。
日
本
山
r'
に
院
賞

・
思
版
社
(
千
成
詑
年
度
}法

政
大
学
名
目
行
教
授
表
最

受
賞
理

-m
「
衣
章
氏
は
、
法
政
・
火
山
ロ
ナ
能
濃
研
究
所
に
間
十
一
九
年
間
助

務
し
、
わ
が
州
の
ト
日
典
前
刷
と
し
て
附
則
汁
に
お
い
て
も
ぬ
け
さ
れ
て
い

る
能
楽
の
研
究
に
従
事
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
成
巣
を
業

げ
て
き
た
が
、
今
悶
の
「
大
如
何
披
学
史
参
究
」

(白
波
舟
服
、

ニ
O
O

冗
作
五
月
)
及
ぴ
「
制
批
流
山
参
究
』
(
仇
恨
川
前
、
二
O
O八
年
二
川
}

に
お
い
て
、
能
楽
史
に
附
す
る
従
来
の
処
方
を
会
く
改
め
ね
ば
な
ら
な

い
新
見
を
提
示
し
、
現
代
に
至
る
能
漢
の
展
開
を
詳
細
に
跡
付
け
た
。

こ
れ
ま
で
、
叫
阿
弥
や
陀
阿
弥
に
代
ぷ
さ
れ
る
「
太
夫
」
は
大
仰
級
以
ボ

の
肢
の
統
率
者
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
表
氏
は
、
山
訟
の
本
来
の
統
率

者
は
「
翁
(お
き
な
こ
を
勝
、
っ
「
H
K
{

お
さ
こ
で
あ
り
、

「大
夫
」
の

明
い
る
総
同
と
は
別
の
組
織
だ
っ
た
の
が
、
「
・
ぃ〈ト
ポ
」
は
次
第
に
前
劇

}州
で

「長」

の
組
織
を
圧
倒
し
て
座
の
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
過
程
を
、

資
制
竹
の
総
省
な
分
析
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
現
今
の
能

来
五
流
に
お
い
て
必
大
の
流
派
で
あ
る
制
附
流
に
附
し
て
、
制
阿
弥
の

山
身
地
や
制
限
品
目
白
川
光
の
生
年
な
ど
、
多
く
の
伝
記
的
新
市
災
を
指
摘
し
、

観
俳
一
度
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
と
ど
う
関
わ
っ
て
き
た
か
、
そ
の
実
態
を

れ
体
的
に
解
明
し
た
。
ぷ
氏
の
以
k
の
研
究
は
、
今
後
の
能
楽
研
究
の

指
針
と
な
る
業
紋
と
し
て
・
尚
く
評
価
さ
れ
る
。
」

@
ぷ
の
災
市
(
4
月

mu)

州
地

H
日
以
丸
市

。
秋
の
漢
市
(
日
バ
3
日
}

胞
日
小
綬
市

シ
テ
ガ
制
限
叶
一
流

.4
ト
r
k
g
b札

ド
&v
e
J

、l
s

シ
テ
ト
刀
制
限
惟
流

関
問
紋
符
六

。
文
化
庁
芸
術
祭
賞
俊
秀
賞
(
前
劇
部
門
)

狂
-d↑刀
・犬
神
風
波

山
本
必
太
郎
(
都
却
問
花
協
会
に
お
け
る
任
一バ
「
月

比
山
崎
州
」
の
縦
校
に
対
し
て
}

受
賞
理
山

「
人
生
の
深
測
を
穿
つ
名
作
「
月
比
脱
硫
」。

間
限
の
泰
太

郎
が
劇
中
の
小
舞
「
弱
法
師
」
で
凡
せ
た
、

ワ
キ
校
の
ナ品川
ま
で
突
進

し
H

火
山
刊
の
似
続
々
と
伽

Z
U陪
に
抑
い
込
む
鮮
抜
は
、
た
ゆ
ま
ぬ
幅
削
ぃ
内
の

米
に
体
得
し
た
白
布
の
手
紙
で
あ
っ
て
、
老
巧

・
山
本
米
次
郎
の
ア
ド

に
伍
す
る
然
泌
が
首
尾
一
立
。
他串
n
の
恩
師
貯
を
同
組
、
え
た
行
人
の
仮
心
と

J
心
を
示
し
、
絶
大
な
感
動
を
与
え
た
。」

大
蔵
流
忽
一
宮

・
普
竹
会
(
「
平
成
詑
年
度
普
竹
狂
言
会
」
の
成
来
に
対
し

て
)

受
賞
殿
山

「火
山
「
釣
狐
』
を
小
心
と
し
た
、
て
犬
を
凝
ら
し
た
w
M
H

俄
成
で
.
狂
-d会
が
陥
り
が
ち
な
山中
識
さ
を
克
服
し
、
狂
一
首
狩
布
の
〈
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つ
ろ
い
だ
時
空
を
現
出
。
「
釣
狐
』
は
珍
し
い
「
老
鉱
」
の
小
占
で
、

シ
テ
の
爵
竹
山U
4

郎
が

HM竹
-r郎
の
間
以
師
を
制
下
に
阿
山
の
本
来
の
戸
川

口
さ
を
似
し
て
川
則
前
『
H
比b
m
H
と
「
六
地
磁
』
と
あ
わ
せ
、
以
内
竹
会
の

制
と
将
来
性
を
感
じ
さ
せ
る
会
で
あ
っ
た
。」

名
山
umhmぷ
術
策
肋
穴
(
，
?
成
引
符
陥
悦
}
総
決
の
久
礼

勺
h

以
郎
府
文
化
賞
特
別
功
労
抗
、
ン
テ
ト
H
A蹴
削
減
山
間
川
陀

4

日

以

附

仰

山

刑

広

術

析

人

代

小

件

以

h
H
品
下
流
山
U
M
仰
向
的

C
京

都

市

文

化

功

労

行

シ

テ

ド

均

金

剛

流

金

剛

永

誕

J

エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
汗
繁
武
シ
テ
ト
n宝
生
流
近
牒
佐
之
助

両国
第
沼
周
級
枇
が
夫
記
念
法
政
大
学
能
祭
賞
(
第
三
十
六
号
娘
細
祁
参
照
)

シ
テ
方
F
K
作
中
山
沈
・
パ
伴
必
美
総

能
策
研
究
匹

n
n純
物
法

第
れ
例
俄
化
抗
(
第
コ
・
十
六
サ
役
総
品
目
9

附…)

M
制
作
行

i

J

;

 

h
H
e
J
mト
ト開
川

日
本
能
楽
会

・
能
楽
協
会
関
係

flE ~fb~笠(・ド成22~n

Mn本
従
来
会

一役
員
権
成
}

〈
会
長
〉
野
村
問
郎

〈
常
務
理
事
〉
観
附
比
例
利
・

全
保
安
明

・
亀
井
保
縫

・
金
問
水
満
州

・
宝
生

問

・
um川
町
出
ぷ

・
山
本
山
水
次
郎

・
野
村
.h作

〈
mM巾V
V
法
比
良
州

・
ル
体
行
h
u
H
之・水日

・
梅
若
玄
凶
作

・
金
仲
町
雄
W
H

・
役
曲
削
三

千
が

・
"
抗
日
多
六
甲
卜
A

・
岬
市
谷
能
え

-
w州
安
勝
久

・
M
W
市
川

-M
附
一
析
九

郎

・
荒
-r
巾
釘
光

・
合
作
惣
行
術
開
門

・
茂
山
千
五
郎

~03 

〈
監
事
〉
複
間
金
記

・
小
林
与
志
郎

{会
員
数
}
(平
成
詑
年
度
末
}
総
敏
悦
仇

シ

テ

制

批

似

合
-
M
作
げ
川
内
k
生
時
令
閉
口

ワ

キ

尚

宏
4
M
m
E
5

主
生
9

小
d
mぬ

‘"

a
附
H

1

H

れ
H
H
1

ぶ
持

U
H
F
-
Kド

s
o
u

--8・
州

u
w
S
1

ノ‘『・
t

内

-

d
川
市

t
'
i
F

・{・
'
t

M
H
内
'
"

小

政

幸

は

幸

市

7

大
A
M
7
M
M
靴
2

小
計
四

大
川
以
日
野
6

刈
安
8

・六品川

8

行
汁
6

叫
附
l

太

妓

鋭

股

7

金
ぷ
日
小
引
川
叫
同

在
一
以
大
桜
剖
利
・
以
内
小
計
測

。
能
楽
協
会

一役
員
構
成
}

〈内山
p
k〉川
川
村
瓜

〈
副
理
事
民
〉
悩
五
戊
十
郎

〈山リ陪抑制町山
ド
〉ト小
川
克
洋

〈
山
川
山
初
摩
市
・〉
待
川
仙
川
嗣
‘
式

m出
向
側
、
前
川
町
山
件
、
十
-
川
口
弘
.
u
M
肘一

-r』
h

，.
〈剛山市
F
〉
浅
ル
文
義
、
.
酬
明
mm之
、
か
k
仲
間
久
、
太
白
川
町
次
郎
、
金
H

什
総

資
、
観
叫
H
鈍
之
及
、
組
依
存
正
、
関
川
純
、
普
竹
ト
郎
、
反
巳
滋
次
郎
、

M
m
m追
っ
成
川
述
志
、
保
AWU町

〈
磁
問
〉
観
世
品
川
和
問
、
金
剛
、
水
満
州

〈監山
V
〉
吟
活
必
、
大
以
如
何
成
、
中
村
必
必

{会
員
数
}

川
名

シ
テ
制
限
併
同
州
合
作
川

ワ
キ
尚
宏
M
M
m
r仁
川

-ah・'y
p
J

、・4
J
リ輔

小
川
知

、L
i仇
w
d

J

つ
れ
9
M

<i( li: 
JI: Jt 
25 231 

合
間
関

WAeav
は
川
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笛
一
一
昭
日
来

mMW
藤

m
4

小
銭
季
初
幸
治
山
大
合
川
崎
観
世
6

大
川
以
羽
野
川
M

刈
安
日
大
合
日
石
井

ω

太
鼓
観
世
wm

金
容
包

村
侃

4J
h〈
縦
月
初
-H
旅
団

制
似
品
肌

2

物
故
者

-
後
必
淑

民
俗
長
能
、

小
惟
芸
能
附
究
台
。
附
卯
'K子
大
学
名
待
教
授
。
i
n
B

H
‘
逝
去
。
ポ
年
邸
。
大
・
化
凶
作

9
M初
日
生
ま
れ
。
早
稲
川
大
学
協

劇
博
物
館
学
芸
以
、
附
利
'Kチ
大
学
大
学
院
教
綬
を
務
め
、
文
化
庁
は

じ
め
州
公
川
県

・
川
崎
山
?
の
文
化
別
保
必
犠
恒
棋
会
A
M
U
H
X
事
を
回
収
任
。

長
年
に
わ
た
し
、
問
内
外
の
仮
而
の
調
査
研
究
及
び
民
俗
芸
能
の
保

存
・
行
成
に
待
与
し
た
。
能
耐
に
附
す
る
川
州
任
研
究
も
多
く
、
関
辿
杭
h

h
A
H

に
『
能
而
史
研
究
序
説
』
「
能
川
ポ
の
起
源
」
『
中
快
仮
耐
の
膝
史
的

・

民
俗
学
的
研
究

l
能
濃
史
に
関
巡
し
て
」
な
ど
。

-
付
制
純

ワ
キ
ガ
日
制
王
流
。
1
月
9
日
、
冠
状
動
脈
川
氏
本
の
た
め
逝
去
。
平
年
目
。

附
利
お
年
7
川
内
川
、
村
瀬
R
U
茂
一・
・
の
川
火
山
と
し
て
生
ま
れ
る
。
父
及

び
問
久
雄
(
シ
テ
方
観
世
流
)
に
師
事
。
関
東
の
ワ
キ
ガ
縞
王
流
と
し
て

第
一
一
線
の
舞
台
で
活
搬
し
、
多
数
の
海
外
公
前
に
も
山
円
以
し
た
。

・
4
寸・

ω澄
代

小
波
方
大
合
流
。
1
月
刊
行
、
消
化
管
出
血
の
た
め
逝
公
。
平
年
目
。

・
大
正
日
年

2
M
8
H生
ま
れ
。
飲

・
中
原
本

一
に
M
州
事
。
女
流
能
楽
師

の
先
駆
け
と
し
て
活
蹴
0

.
仙
川
現
万

シ
テ
点
令
指
流
。
3
川
5
目
、
大
紛
が
ん
の
た
め
逝
ト
京
本
年
目
附

向
刊
日
年
8
月
6
日
生
ま
れ
。
金
山
林
信
お
に
附
明
。
初
年
、
初
シ
テ
〈市川

弁
俊
〉』

幻
年
、
火
性
の
仙
川
能
川
体

「朋
μ
付
会
」
を
紡
成
、
第

一
一川公

織
で
〈
巴
〉
を
淡
じ
る
。
位
年
〈
副
叫
〉
、
臼
年
〈
石
縫
〉
、
同
年
〈道
成
品
寸
〉
を

披
く
。「

mh作
会
」
ド
一
市
(
社
)
合
一
ぷ
川
川
制
作
汁
会
割
引
。

-
河
村
鎖
二

シ
テ
ぃM
M
似
惟
流
。
3
H川
は
日
、

心
.小
令
の
た
め
逝
去
e

タ
年
制
。
大
正

川凶作
・4
川

n
n、
河
村
北
川
一
の
次
男
と
し
て
や

a

ま
れ
る
。
父
及
び
十
・
・

舵
林
洋
石
衛
門
に
師
事
。
問
利
2
年
初
舞
台
。〈
石
総
〉〈
乱
〉
〈
造
成

ぷ
〉〈
翁
〉〈
的
経
恋
之
汗
取
〉〈
川
附
川
川
〉〈
鮎
〉〈
常
川
〉〈
ボ
塚
〉〈
恋
荒
川

内
問
〉
〈
卒
都
・
波
小
町
〉
〈
鵬
却
小
町
〉
〈
党
〉
〈
政
捻
〉
な
ど
を
按
く
。
幻
年
・
、

・川
村
他
陣判ム
刊を
M
M
J
・
ぷ
附
仰
級
品帆
会
、
能
税
協
会
以
附
叩
之
町
州
、ぃ以
wm能

楽
会
の
耐
火
聡
を
臆
Hr匂
ぷ
初
府
文
化
功
労
貨
な
ど
を
受
賞
車
削
貫
録
…
形

文
化
財
保
持
行
(
総
合
認
定
)
。

-
山
中
市
一二

シ
テ
方
銀
計
一
流
。
3
月
初
日
、
逝
去
。
立
中
年
月
。
昭
利
口
年
内川
月

m
n、

山
中
川
凝
の
」一
別
と
し
て
や
，ま
れ
る
父
ぷ
ぴ
生
・
依
兵
衛
、
観
枇
元

昭
に
師
事
。
ぱ川
年
、
5
歳
で
初
録
台
。
〈
道
成
品
寸
〉
〈
翁
〉
〈
望
月
〉
〈
本
部

後
小
町
〉〈
政
約
〉な
ど
を
彼
〈
。

ω年
に
山
小
能
岡
州
ム
い
を
役
立
。
K
M
作
、

〈砧
〉
で
大
阪
文
化
祭
賞
。
平
成
8
年
、
知
事
表
彰
。

.
川
悠
治
子

小
波
方
大
合
流
。
4
川
口
日
、
肺
炎
の
た
め
逝
去
。
平
年
%
。
大
正
3
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年
-
5刀
打
U
生
ま
れ
。
大
A

川
氏
ト
郎
に
阿
川
F
。〈
泊
成
ぷ
〉〈
総
〉〈
州制約
〉

〈
定
家
〉
〈
卒
都
波
宮
小
町
〉
〈
鶴
鵡
小
町
〉
な
ど
を
彼
く
。
女
流
能
楽
師
の
先

駆
け
と
し
て
活
眼
し
、
部
成
で
引
退
後
も
「
川
旭
治
子
体
出
来
振
興
法

金
」
を
設
立
す
る
な
ど
、
神
.ur
で
の
能
海
将
及
に
N

州、力
し
た
。

-
宝
生
共

m
…

シ
テ
万
引
札
他
流
十
九
批
宗
家
。
4
川
げ

n、
心
不
全
の
た
め
.
巡
去
。
学

年
認
。
昭
和
泊
年
2
月
9
日
、
ト
八
世
宗
家
宝
生
徒
雄
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
る
。
却
化
・、
5
絞
で
初
舞
台
。
M
M
年
、
初
シ
テ
〈山行船
〉、
以
後

〈鴬
〉〈
行
僑

巡

郷

子
〉〈
道
成
中
〉〈
乱
附
旅
行
〉〈
品川
〉
な
ど
念
似
く

ヂ

成
7
年
、
宝
咋
」
流
宗
家
を
継
承
。
東
京
芸
術
大
学
邦
楽
科
講
師
、
日
本

能
祭
会
常
務
理
明
、
常
生
会
会
長
な
ど
を
僚
任
。

-
多
m
Q
雄

文
怨
家
。
免
疫
学
帯
。
東
京
小
〈
学
名
符
教
授
。
4
月
幻

n、
前
立
附
慨
が

ん
の
た
め
巡
去
e

・
半
年
刊
。
附
利
9
年
3
H川
幻
円
、
決
域
川
川
仲
斜
線
市
に

生
ま
れ
る
。
千
楽
大
学
医
学
部
卒
業
。
千
葉
大
学
医
学
部
第
二
病
理
学

教
本
に
勤
移
、
の
ち
教
段
、ぃ氷
山
以
大
学
医
学
部
救
佼
.
東
京
山
科
大
学

生
命
科
学
研
究
所
所
長
な
ど
を
膝
任
。
免
疫
学
青
と
し
て
侮
れ
た
業
総

を
残
す
。
野
口
英
世
記
念
医
学
賞
、
初
日
賞
、
文
化
功
労
者
な
ど
を
受

賞
。
平
成
れ
年
、
州州内
k
b
m
光
・
収
。
「
免
疫
の
窓
味
必
」
で
火
山
仰
次
郎
賞
、

『独
酌
余
滴
』
で
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・

ク
ラ
ブ
賞
、
『寡
黙
な
る
巨

人
」
で
小川作
先
鋭
立
を
受
賞
。〈
陸…川
川
の
井
〉〈
望
似
欣
〉〈一

石
仙
人
〉

〈.臥
酔
忌
〉〈
長
崎
の
駒
山
伶
〉な
ど
多
く
の
新
作
能
の
作
者
と
し
て
も
知
ら

、ι'日
。

4
4
:々

-
山
本
山
川
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付
位

J
方
大
成
流
。
4
H川幻
川
、
肝
不
全
の
た
め
逝
去
。
-M年
η
。
附
利

M
年
2
月
お
日
、
故
三
世
山
本
応
次
郎
の
次
労
と
し
て
生
ま
れ
る
。
父

に
師
事
。
川四年
〈m
v
B
波
〉
で
初
舞
台
。
同
様
で
〈ご
-信
一二〉
‘
日
歳
で

〈釣
狐
〉を
披
く
。
泊
、
川
作
、
芸
術
的
治
相対
助
役
。
引
作
、
主
術
選
喫
新

入
賞
。
財
団
法
人
杉
並
能
楽
堂
夜
明
。
平
成
M
N
年
度
、

級
位
寿
夫
記
念

法
政
ト入
学
能
淡
賞
。
同凶作
午、

芸
術
選
奨
文
総
科
学
大
間
行
。
川
年
、
紫

綬
爽
氷
受
来
。

-
閃
似
体
人

シ
テ
トH
制
附
一
流
。
6
川
白
川
、
急
竹
ぃ
人
動
脈
解
脱
の
た
め
逝
去
。
-f山中

印
。
昭
和
例
年

7
R
ゆ
日
、
間
同
限
枠
六
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
父

及
び
二
十
五
枇
蹴
恢
左
近
、
-
一十
九
ハ
世
観
世
品
川利
に
郎
官
。
初
年
初
舛

台
。
川刊紙・
〈経
此
〉
で
初
シ
テ

u

以
後
〈翁
〉〈
航
〉〈
ぶ
尿
〉〈.止
符
〉な
ど
を

彼
く
。
ヂ
成

ω年
〈道
成
ぷ
〉
で
文
化
庁
芸
術
祭
新
入
賞
。
げ
年
、
必
尼

£
伎
役
M
m
L
対
立
。
海
外
公
前
に
も
多
敬
答
加
。
他
山
市
協
会
常
務
瑚
明
、

観
世
会
理
事
な
ど
を
原
任
。

-
金お作一
M
宵川

シ
テ
ガ
令
官杯、減
じ
十
九
秋
山
家
。
8
川
7
日
、
パ

l
キ
ン
ソ
ン
疲
隙
昨

の
た
め
逝
去
。
卒
年

ω。
大
正
9
年
4
月刊

Mn、
七
十
八
世
宗
家

・
故

金
作
光
太
郎
(八
条
}
の
反
別
と
し
て
や
.ま
れ
る
。
父
に
師
明
。
問如何
2

年・
〈胤仙川
〉
の
シ
テ
で
初
怖
円
台
。
関
商
大
学
専
門
部
同
様
学
科
卒
業。

初

年
、
宗
家
を
絞
及
。一
ぷ
本
の
改
耳
に
尽

-n。
他
流
に
あ
っ
て
金
者
流
に

な
い
山
(〈
恋
市
比
例
〉〈
巻
紺
〉〈
大
以
御
や
〉〈
刈
燃
〉〈
正
作
〉〈
鷺
〉〈
仲間
〉〈
木

賊
〉
〈
陥
庖
〉
〈
伯
母
鈴
〈
求
塚
〉
〈
雲
林
院
〉
)
や
番
外
山
間
〈
実
方
〉
〈
長
柄
〉
の

彼
山、

新
作
能
〈佐
波
〉も
手
が
け
る
。
力
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
海
外
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公
日
以
に
診
加
川
本
能
楽
会
会
氏
、
能
策
協
会

m.巾F
H
K
な
ど
を
縦
任
。

平
成
二
年
・(
一
九
九
O
)
、
勲
聞
等
治
宝
訴
を
受
章
。
来
世
け
に
『
動
か
ぬ

放
に
能
と

い
う
』
「
ト
人
と
い
ろ
』
「
花
の
闘
記
、
共
著
に
『
能
雌
入

門
』
「
か
仰
家
能
而
百
受
」
『
占
能
而
傑
作
五
十
撚
」
な
ど

-
片
山
俊
次
郎

シ
テ

M
M伏
流
。
8
川
げ
円
、
円
が
ん
の
た
め
逝
去
。
平
年
作
。
附如何

7
年

m
M
4
U、
片
山
開
通
(
八
世
九
郎
小
川
術
門
)と
凶
世
井
上
八
千
代

(愛
J

ナ
)
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
幼
少
よ
り
父
及
び
M

杉
浦
義
則
に
指

将
を
受
け
、
州
地
胤
で
初
舞
台
。
H
K

じ
で
は
鋭
批
維
引

l
u附
M
M
夫
に
附

事
。
「
能
に
し
た
し
む
会
」
主
宰
。
兄

・
九
役
片
山
九
郎
右
衛
門
(現

・

胸
中
t
)
を
補
佐
し
、
川
門
の
育
成
に
あ
た
る

a

能
泌
協
会
ぷ
郎
主
部
長
、

泌
総
能
楽
会
理
事
長
な
ど
を
.
股
任
。
点
都
市
芸
術
文
化
協
会
抗
、
京
都

府
文
化
賞
功
労
賞
、
京
総
市
芸
術
功
労
社
な
ど
を
受
賞
。
平
成
川
崎
年
旭

川
以
光
市
、
山
似
叶
一
ぷ
夫
ぷ
念
法
政
・
火
山
内
ド
能
梨
品
川
。
汗
比
H

に

「附
川
通
迫

部
』
、
『
凶
世
弁
之
上
八
千
代
芸
話
』
「
な
ん
と
の
う
え
え
応
次
郎
綾

談
』
な
ど
。

-
泉
μ
常ギ

シ
テ
方
制
世
流
。
8
月
幻
日
、
食
道
が
ん
の
た
め
逝
去
。
-
半
年
内
。
昭

和
5
年
9
川
4
口
、
公
必
一

川
の
さ
児
と
し
て
生
ま
れ
る
。
父
M
A
ぴ
大

槻
十
三
、
大
悦
秀
夫
に
師
事
。〈
翁
〉
〈
石
俗
文
相
代
々
乱
〉
〈
造
成
寺
〉
〈
安

宅〉
〈砧〉〈
求
塚
〉〈
州市月
〉〈必
砥
荷
〉〈卒
郡
波
宮
小
町
〉
〈
木
版
〉
〈
鴛
〉
な
ど

を
披
く
。
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
中
州
な
ど
海
外
公
前
に

も
数
多
く
参
加
。
大
槻
能
楽
堂
迎
事
な
ど
を
歴
任
。

-
表
情

能
楽
師
究
針
。
文
学
協
同

t
。
法
政
い
〈
学
名
叫
背
教
段
。
野
上
記
念
法
政
大

学
能
楽
研
究
所
元
所
長
。
9
月
6
口、

脳
出
血
の
た
め
逝
去
。
享
年
間
。

附
利
2
年
4
月
お
H
‘
北
海
道
生
ま
れ
。
東
京
文
洲
一
特
大
学
卒
業
伊
初

年
か
ら
平
成
問
年
ま
で
法
政
大
争
、

川
大
能
来
研
究
所
に
勤
務
し
、

情

阿
弥
能
楽
誌
、
能
楽
史
を
研
究
。
瓦
ト
年
以
上
に
わ
た
り
能
楽
研
究
を

年
引
し
、
止
符
に
新
た
な
問
題
鈴
起
と
党
比
を
行
っ
て
き
た
e

千
成
7
作、

品川
川
淑
義
賞
。
げ
年
、
瑞
京
中
綬
取
。
訂
作
、
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大

山口r
能
楽
賞
“
詑
年
・
、
日
本
山
町
「
士
院
件
以

・
恩
賜
貨
を
交
賞
。
トヒ
な
野
洋
に

沢
法
け
本
古
典
文
学
大
系
「
ぷ

um必
(上

-F
」
(
共
著
)‘
「
鴻
山
文
版

本
の
研
究
」
、
「
金
者
・
古
伝
書
集
成
』
(
共
者
)
、
日
本
・
思
惣
大
系
「
世
阿

休

・
仰
竹
』
(
共
以
れ
)、
『
吹
け
多
流
の
成
0.と
民
間
』
、
「
大
和
総
巾
柏
市
巾
ん
参

究
」
な
ど
。
前
け
を
参
照
。

.
若
怯
健
史

シ
テ
万
似
品
帆
滅
。
9
月
初
け
、
山
山
山
性
心
不
全
の
た
め
逝
去
。
ポ
年
布
。

限
利

ω年
5
月
例
口
、
若
仏
抽
出
品
ん
す

a

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
初
年
、

鋭
仙
会
入
門
。
間
叫
陀
肱
市
中
，
、
制
叫
肌
叫
叫
4
1
、
観
俳
一
位
材
犬
、
八
品
川
級
品
肌
鋭
之

品
位
に
州
剛
山
江
川
年
〈較
正
〉
で
初
シ
テ
。
お
年
〈行
偽
〉、
何
年
〈恕
々

乱
〉
を
抜
き
、
お
年
に
独
・
札
。
そ
の
後
〈
道
成
寺
〉
〈
翁
〉
〈
望
月
〉
(
求
塚
〉

〈恋
派
的
〉〈
太
郎
御
宇
〉〈
本
郎
仙
波
小
町
〉〈
鷺
〉〈
雌
扮
〉を
彼
く
。「
烈
の

会
」
「
然
必
会
」
を
主
宰
。

-
火
河
内
俊
鯨

能
府
市
川
町
諸
家

け
川
川
山
口
、
肺
炎
の
た
め
逝
去
。
山
学
年
部
。
ぃ〈
正
同
年

目
月
打
円
、
東
京
に
生
ま
れ
る
。
昭
和
問
年
、
明
治
大
学
卒
業
。
較
後

か
ら
能
楽
評
ム
閣
を
行
い
、
幻
年
、
い
以
能
公
出
例
組
織
「
点
点
能
血
本
鎗
賞
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会
」
を
金
側
発
足
、
経
誌
『
能
楽
思
潮
』
編
集
責
任
者
と
な
る
。
引年・

に
は
「
現
代
能
祭
」
代
衣
人
と
な
る
わ
「
舷
託
の
花
|
あ
る
能
役
者
の

生
経
」
で
附
相
川
年
度
5
m
m滋
nN文
附
州
大
限
食
を
受
賞
他
の
い
行
み
に

『
能
開
刊
は
m刊
な
り
』
「
抽
出
抗
い
」
な
と

-
必
山
千
之
必

托

J
M
L人川崎山川
、
川M
H
川
1
川
、
肝
細
仙
仰
が
ん
の
た
め
巡
れ
れ
山
内
川
レ
年
抑

大
正
問
館
中
山
M
U
N
.
・
・
・
叫
肌
戊
山
千
作
の
次
"
と
し
て
生
ま
れ
る
ョ
父

及
び
ニ
佼
千
作
に
師
事
。
昭和初
一
応
年
、
〈
以
口
白
波
〉
で
初
鉾
台
。
幻
年
、

二
股
子
之
尽
を
附
賀
市
円
、
以
後
〈J
d
貯・
t
〉〈
釣
匁
〉を
被
く
。
復
山

・
作例作

付侃・
f

け
の
波
山
も
多
数
オ
ペ
ラ
の
い
納
山
川
J
U
手
が
け
る
能
来
持
の
タ

ブ
ー
を
磁
っ
て
能
楽
師
と
し
て
初
め
て
ラ
ジ
オ

・
ド
ラ
マ
に
他
ジ
サ
ン

ル
の
俳
慢
と
比
一
例
.
武
村
欽
こ
を
小
心
と
す
る
析
し
い
前
劇
運
動
に
参

日
向
山
本
安
災
k
前
「
タ
制
』
の
う
ひ
ょ
う
伐
を
怖
じ
純
け
ゐ
な
ど
、

多
彩
な
芸
能
的
動
を
民
間
。
予
成
4
年
、
脱
叫
悦
日
材
犬
臼
念
法
政
大
学
総

務
官
、

7
年
、
必
仇
則
前
日
抗
抑
制
応
門
係
修
賞
、

8
布
中
、
主
山
間
滋
焚
文
抑
附

・
火
山
仲
代
・
川
和
小
、
鈴
M
地
芸
能
賞
偏
向
先
吹
を
受
賞

日
年
、
紫
綬
災
市
4
h
A

宅
著
待
に
「
作
紘
一汀
役
者
|
ひ
ね
く
れ
半
代
記
」
「
狂
一ば
じ
刷
、
、
狂
江

じ
ゃ
!
」
な
ど

-
野
村
万
之
介

狂
言
ト
夕
刊
m-um
流
。
ロ
日
お
日
、
肺
炎
の
た
め
近
・
求
。
半
年
列
。
附
初
日

作
T
S
H
2
日
、
六
位
野
村
万
磁
の
五
男
と
し
て
伶
い
ま
れ
る
e

父
に
師
事

M

ω年
〈外
叩
〉
で
初
何
台
。
必
仰
や
釣
閉
鎖
を
彼
〈
日
午
、
山
五
郎
刑
巡
制
民
文

部
大
臣
新
入
賞
受
賞
「
万
之
介
狂
・
J
の
会
』
ト
ヒ
市
c

父
か
ら
総
点
し

た
術
鋭
な
主
に
、
近
年
は
紛
れ
の
滋
味
を
加
え
、
h
H

川
い
ぷ
涜
を
.. 小
し
て
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い
た
「
万
作
の
会
」
の
取
W
K
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
古
典

・
術
作
を
問

わ
ず
国
内
外
の
公
演
に
多
数
参
加

g

「
ま
ち
が
い
の
従
百
」
「
敦
乞
き
と
ユ

山

nd山
・
名
人
以
|
」
で
は
、
付
先
-J
の
技
術
に
伝
仰
し
た
線
通
か
つ

れ
um
の
あ
る
山
間
伐
を

μせ
た

-
守
仲
良
総

シ
テ
万
常
任
滅
。
は
川
初
日
、
肝
.
小
九
k
の
た
め
活
必
山
下
年

ω。
附
仰

凶
年
l
H川
り
川
、
前
い
ね
作
川
泌

・
3
H片
山
口
之
の
次
山
と
し
て
中
.
ま
れ
る

ト
ヒ
位
宝
生
九
郎
車
英
及
ぴ
十
八
世
宝
伎
英
綾
に
師
事
令
引
年
、
市
民
.
生

九
郎
に
入
門
。
詑
午
、

〈総
出
向
天
狗
〉
で
初
舞
台
。
部
作
、

〈抑
師
曾

m
伏
〉
で
初
シ
テ
以
後
〈翁
〉千
&
、

〈行
偽
〉〈
道
成
ふ
〉〈
開札
〉r
翁
〉〈
安

宅
〉
〈
鶴
鶏
小
町
〉
〈
大
阪
御
幸
〉
な
ど
を
般
〈
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
五
輪
能
楽

文
化
使
節
一
問
、
タ

f
能
訓
市
川
、
メ
キ
シ
コ
泊
車
問
行
何
年
必
念
公
前
な
ど

山
間
外
公
織
に
谷
川
他
山
札
会

・
-
u
h
h
A
h

・
絞
工
会
を
k
w下
全
川
谷
地

で
抗
措
骨
に
あ
た
る
相
似
火

-r-K栄
容
“
教
は
は

.
4以
芸
術
ト八
宇
品
川
務

総
A
側
、
能
策
協
会
常
務
削
川
市
F
・
主
役
会
開
州
市
下
な
ど
を
川
町
押
印


